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建築学科に入学すると「建築設

計」（昨年までは建築設計製図

と呼ばれていた）という科目が

必修として学生を待ちかまえ
・ ・ ・ ・ ・

て

いる。理工学部には多くの学科

が設けられているが、建築設計

に相当する科目を持つ学科はほ

かにはない。図面を描く科目は

土木・機械・電気などの学科に

もあるが、それらの学科では

「製図」が中心である。

建築学科では１年次のデザイン

基礎Ⅰ・Ⅱの上に２年次と３年

次前期までの建築設計Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲがあり、さらに３年次後期と

４年次前期には選択科目として

将来、設計（デザイン）の分野

に進む学生を主対象として設計

演習Ⅰ・Ⅱがある。この線上に

大学院修士課程
マスターコース

（現在は博士課

程前期と呼ばれている）のデザ

インコースとして１年次前期・

後期に建築デザインⅠ・Ⅱが設

けてある。

この学部と大学院マスターコー

スを連結して大学レベルでの建

築設計教育は５ヶ年制となる。

これによって近い将来に建築家

教育が世界的に最低５年となる

ことが論議されているが、その

ような場合にも十分に対応でき

るようになっている。グローバ

ル化は経済の分野だけではなく

建築（アーキテクチュアー）の

分野にも迫っている。日本の一

級建築士の資格もグローバル化

の中で再検討されることになる

であろう。

ここで一級建築士のことに簡単

に触れておきたい。現在は大学

学部卒業後、２ヶ年の実務経験

（プラクティス）を経れば、二

級建築士を取らずに直接、一級

建築士の受験資格を得られる。

工業高校卒は二級を取った後に

一級を取るが、大学では直接一

級を受験することになる。大学

学部を卒業して３年目に国家試

験（この試験は法律で定められ

ており、世の中に数多くある、

いわゆる認定試験とは異なる）

を受験できることは建築学科の

特色の一つである。この法律は

戦後間もない今から48年前の

昭和25年に国会で成立したも

のである。昭和40年代の前半

までは比較的合格率が高かった

が、それ以降は建築士の人数が

多くなり、現在の合格率は全国

的にみて極めて低く難関の国家

試験の一つになっている。

理工学部建築学科の設計教育で

は、３年前期の建築設計Ⅲは一

級建築士の設計試験（学科試験

に合格した者が受験者となる）

を十分にクリヤーできる内容と

なっている。

Architect（アーキテクト・建

築家）の教育は世界各国それぞ

れの背景をもっているが、日本

のように総合的に広範囲な分野

（いわゆる計画系と構造系）を

網羅する内容を教える国は少な

い。欧米のSchool of Archi-

tecture（建築学部）ではアー

キテクトを養成することが目標

であり、そのカリキュラムは

Architectural Designを中心

に構成され、それを補強するた

めに各種の講義科目（レクチュ

アー）が配列されている。日本

ではどの大学でも建築設計を核

としてその周りにいろいろな科

目を配列する方法はとられてい

ない。もし欧米式にするならば、

各学年当たり、週２～３回の

Studio Work（設計作業
ワー ク

）が

必要である。

前述した一級建築士の試験は、

その内容を世界的に見ると「水

準」は低い。A-２版の用紙に

配置図兼１階平面図1/200、

断面図1/200をわずか５時間

30分の中で仕上げることが要

求されるだけであり、設計対象

も図書館、集合住宅、美術館、

コミュニティセンターなどが出

題されている。この試験ではア

ーキテクトにとってもっとも重

要なコンセプトとデザインは表

現できない。

この意味で設計教育が建築士試

験を対象とするには試験の水準

が低すぎる（それでも、現実に

は学科試験合格者の1/2は例

年不合格となる）。しかし、水

準が低いからといってこの資格

を無視することはできない。

この小冊子の内容は１～４年次

までの建築設計の作品である

が、低学年だから高学年よりも

簡単であるということは決して

いえない。建築設計は建物の種

類とか規模によって「難易度」

は計れない。学生諸君の作品は

多様であるが、模型（Model）

を上手につくれるとか、表現

（Drawing）がうまい、CAD

を使えること、などはアーキテ

クトになる必要条件であるが、

アーキテクトになるには＋αが

必要である。その中で一つの方

法を提案したい。学生時代の読

書はその人の一生に大きな影響

を与える。建築だけではなく文

学、美術などの分野についても

「本を読むこと」を薦めたい。

雑誌はいくら見ても雑誌であ

る。ヨーロッパだけみても建築

の歴史は古代ローマから数えて

も2000年以上となる。現代

はこの歴史の上にある。人類が

生み出してきた建築は古典書の

中にも充満している。20歳代

で得た知識は一生忘れない。
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